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(57)【要約】
【課題】視認性と耐候性を両立するゴルフボールを提供
する。
【解決手段】本発明のゴルフボールは、ゴルフボール本
体と、前記ゴルフボール本体表面に設けられた２層以上
の塗膜とを有するゴルフボールであって、前記塗膜層は
、紫外線吸収剤を実質的に含有することなく無機蛍光剤
を含有する第１塗膜層と、無機蛍光剤を実質的に含有す
ることなく紫外線吸収剤を含有する第２塗膜層とを有し
、第２塗膜層が第１塗膜層の内側に位置することを特徴
とする。
【選択図】図１



(2) JP 2016-123630 A 2016.7.11

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフボール本体と、前記ゴルフボール本体表面に設けられた２以上の塗膜層とを有す
るゴルフボールであって、前記塗膜層は、紫外線吸収剤を実質的に含有することなく無機
蛍光剤を含有する第１塗膜層と、無機蛍光剤を実質的に含有することなく紫外線吸収剤を
含有する第２塗膜層とを有し、第２塗膜層が第１塗膜層の内側に位置することを特徴とす
るゴルフボール。
【請求項２】
　前記第１塗膜層は、最外塗膜層である請求項１に記載のゴルフボール。
【請求項３】
　前記無機蛍光剤は、ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ、（ＳｒＣａＢａＭｇ）５（ＰＯ４

）３Ｃｌ：Ｅｕ、Ｚｎ２ＳｉＯ４：Ｍｎ、ＢａＭｇ２Ａｌ１６Ｏ２７：Ｅｕ、ＢａＭｇ２

Ａｌ１６Ｏ２７：Ｅｕ，Ｍｎ、ＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂ、Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、Ｙ２

Ｏ２Ｓ：Ｅｕ、および、Ｃａ１０(ＰＯ４)６ＦＣｌ：Ｓｂ，Ｍｎ、およびＹ２Ｏ３：Ｅｕ
よりなる群から選択される少なくとも一種である請求項１または２に記載のゴルフボール
。
【請求項４】
　第１塗膜層における無機蛍光剤の含有量は、第１塗膜層を構成する基材樹脂１００質量
部に対して、１質量部～２５質量部である請求項１～３のいずれかに記載のゴルフボール
。
【請求項５】
　第２塗膜層における紫外線吸収剤の含有量は、第２塗膜層を構成する基材樹脂１００質
量部に対して、０．２質量部～３．５質量部である請求項１～４のいずれかに記載のゴル
フボール。
【請求項６】
　前記１塗膜層および第２塗膜層を構成する基材樹脂は、ポリオール成分とポリイソシア
ネート成分とを反応させてなるポリウレタンである請求項１～５のいずれかに記載のゴル
フボール。
【請求項７】
　前記無機蛍光剤の体積平均粒子径は、３μｍ以上、１０μm以下である請求項１～６の
いずれか一項に記載のゴルフボール。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塗装ゴルフボールに関するものであり、より詳細には、ゴルフボールの塗膜
の改良技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
ゴルフボール本体表面には、通常、光沢を付与してゴルフボールの外観を改良し、或いは
、マークやゴルフボール本体を保護することを目的として、塗膜が設けられている。
【０００３】
前記塗膜に無機蛍光剤などを配合することにより、ゴルフボールの視認性を高めることが
知られている。例えば、特許文献１には、ルミネッセンス作用を有する塗料が被覆されて
いるゴルフボールが開示されている。特許文献２には、ゴルフボールに蓄光性、蛍光、自
発光性物質を塗布又は装着して、光を発せしめることを特徴とするゴルフボールが開示さ
れている。
【０００４】
例えば、特許文献３には、ボール本体と、該ボール本体表面を被覆する１層以上の無色透
明のペイント層とを含む塗装ゴルフボールであって、前記ボール本体の表層部は、白色顔
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料を含み、実質上蛍光増白剤及び紫外線吸収剤を含まず、前記ペイント層は、蛍光増白剤
及び紫外線吸収剤を含む塗装ゴルフボールが開示されている。特許文献４には、基材ゴム
、α，β－不飽和カルボン酸及び／又はその金属塩、有機過酸化物を含有するゴム組成物
からなるボール本体と、該ボール本体表面に塗装されてなるクリアーコートとからなるワ
ンピースゴルフボールにおいて、前記ゴム組成物は、前記基材ゴム１００重量部に対して
酸化チタン０．５～５重量部、青色顔料０．００１～０．１重量部を含有する白色ゴム組
成物であり、前記クリアーコートは、樹脂成分１００重量部に対して、蛍光増白剤０．０
２～０．５重量部、紫外線吸収剤０．０５～３重量部含有されていることを特徴とするワ
ンピースゴルフボールが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平６－５４９３１号公報
【特許文献２】特開平４－１２２３７２号公報
【特許文献３】特開２００２－１２６１３２号公報
【特許文献４】特開２００１－１７５７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１、２のような、蛍光材料のみを配合した塗膜を有するゴルフボールは、耐候
性が低い。また、特許文献３、４のように、塗膜に蛍光増白剤とともに紫外線吸収剤を配
合すると、紫外線が紫外線吸収剤により吸収されてしまうため、蛍光増白剤が発光しない
。その結果、蛍光増白剤および紫外線吸収剤を塗膜に配合したゴルフボールは、視認性の
向上効果が小さい。
【０００７】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたものであり、視認性と耐候性とを両立するゴルフ
ボールを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決することのできた本発明のゴルフボールは、ゴルフボール本体と、前記
ゴルフボール本体表面に設けられた２以上の塗膜層とを有するゴルフボールであって、前
記塗膜層は、紫外線吸収剤を実質的に含有することなく無機蛍光剤を含有する第１塗膜層
と、無機蛍光剤を実質的に含有することなく紫外線吸収剤を含有する第２塗膜層とを有し
、第２塗膜層が第１塗膜層の内側に位置することを特徴とする。紫外線吸収剤を含有する
第２塗膜層が、無機蛍光剤を含有する第１塗膜層の内側に位置することにより、無機蛍光
剤は、紫外線吸収剤の紫外線吸収による発光阻害を受けることがない。そのため、無機蛍
光剤は、効率的に蛍光を発することができ、ゴルフボールの視認性が向上する。また、第
１塗膜層の内側に位置する第２塗膜層が、紫外線吸収剤を含有することによりゴルフボー
ルの耐候性が向上する。
【発明の効果】
【０００９】
　本願発明によれば、これらの作用効果により、視認性と耐候性とが両立したゴルフボー
ルが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】エアーガンを用いた塗装形態の一例を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明のゴルフボールは、ゴルフボール本体と、前記ゴルフボール本体表面に設けられ
た２以上の塗膜層とを有するゴルフボールであって、前記塗膜層は、紫外線吸収剤を実質
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的に含有することなく無機蛍光剤を含有する第１塗膜層と、無機蛍光剤を実質的に含有す
ることなく紫外線吸収剤を含有する第２塗膜層とを有し、第２塗膜層が第１塗膜層の内側
に位置することを特徴とする。
【００１２】
　本発明のゴルフボールでは、第１塗膜層が、紫外線吸収剤を実質的に含有することなく
無機蛍光剤を含有する。
【００１３】
　まず、第１塗膜層が含有する無機蛍光剤について説明する。前記無機蛍光剤としては、
紫外線を吸収して蛍光を発する材料であれば、特に限定されない。前記無機系蛍光剤とし
ては、例えば、ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕまたは（ＳｒＣａＢａＭｇ）５(ＰＯ４)３
Ｃｌ：Ｅｕなどの青色蛍光体、Ｚｎ２ＳｉＯ４：ＭｎやＢａＭｇ２Ａｌ１６Ｏ２７：Ｅｕ
またはＢａＭｇ２Ａｌ１６Ｏ２７：Ｅｕ，Ｍｎ、ＢａＭｇ２Ａｌ１６Ｏ２７：Ｍｎ、Ｌａ
ＰＯ４：Ｃｅ、ＬａＰＯ４：Ｔｂ、又はＬａＰＯ４：Ｃｅ,Ｔｂなどの緑色蛍光体、Ｙ３

Ａｌ５Ｏ１２：ＣｅまたはＹ２Ｏ２Ｓ：Ｅｕなどの黄色蛍光体、Ｃａ１０(ＰＯ４)６ＦＣ
ｌ：Ｓｂ，Ｍｎ、Ｃａ１０(ＰＯ４)６ＦＣｌ：Ｓｂ、Ｃａ１０(ＰＯ４)６ＦＣｌ：Ｍｎま
たはＹ２Ｏ３：Ｅｕなどの赤色蛍光体よりなる群から選択される少なくとも一種が好まし
い。これらの蛍光体は、単独で、あるいは、二種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００１４】
　第１塗膜層中における無機蛍光剤の含有量は、第１塗膜層を構成する基材樹脂１００質
量部に対して、１質量部以上が好ましく、２質量部以上がより好ましく、３質量部以上が
さらに好ましく、２５質量部以下が好ましく、２４質量部以下がより好ましく、２３質量
部以下がさらに好ましい。第１塗膜層中における無機蛍光剤の含有量が５質量部以上であ
れば、蛍光の発光強度が高くなるため、視認性に優れるゴルフボールを得やすい。また、
第１塗膜層中における無機蛍光剤の含有量が２０質量部以下であれば、コストの上昇を招
くことがなく、良好な物性を有する塗膜が得られる。
【００１５】
　無機蛍光剤の体積平均粒子径は、１．０μｍ以上が好ましく、１．５μｍ以上がより好
ましく、２．０μｍ以上がさらに好ましく、４．０μｍ以上が特に好ましく、１０．０μ
ｍ以下が好ましく、９．０μｍ以下がより好ましく、８．０μｍ以下がさらに好ましい。
無機蛍光剤の体積平均粒子径が、前記範囲内であれば、塗膜への分散性が高まり、得られ
るゴルフボールの視認性が一層高まるからである。体積平均粒子径は、レーザ回折／散乱
式粒度分布測定装置により測定することができる。
【００１６】
　第１塗膜層の無機蛍光剤が、紫外線を吸収して蛍光を効率的に発するために、第１塗膜
層は、紫外線吸収剤を実質的に含有しないことが好ましい。紫外線吸収剤が、無機蛍光剤
が蛍光を発するのに必要な励起光を吸収する場合があるからである。
【００１７】
本発明のゴルフボールでは、第２塗膜層が、無機蛍光剤を実質的に含有することなく、紫
外線吸収剤を含有する。
【００１８】
　前記紫外線吸収剤としては、特に限定されず、例えば、サリチル酸誘導体、ベンゾフェ
ノン誘導体、ベンゾトリアゾール誘導体、シアノアクリレート誘導体、トリアジン誘導体
及びニッケル錯体等が挙げられる。
【００１９】
　サリチル酸誘導体の紫外線吸収剤としては、フェニルサリシレート、ｐ－ｔ－ブチルフ
ェニルサリシレート、ｐ－オクチルフェニルサリシレート等；ベンゾフェノン誘導体の紫
外線吸収剤としては、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メト
キシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクチロキシベンゾフェノン、２，２－ジヒ
ドロキシ－４，４’－メトキシベンゾフェノン等；ベンゾトリアゾール誘導体の紫外線吸
収剤としては、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
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２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’
－ヒドロキシ－３’－ｔ－ブチル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ
ール、２－［２－ヒドロキシ－３，５－ビス（α，α’－ジメチルベンジル）フェニル］
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（５－メチル－２－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリ
アゾール等；シアノアクリレート誘導体の紫外線吸収剤としては、２－エチルヘキシル－
２－シアノ－３，３’－ジフェニルアクリレート、エチル－２－シアノ－３，３’－ジフ
ェニルアクリレート等；トリアジン誘導体の紫外線吸収剤としては、２－（４，６－ジフ
ェニル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－５［（ヘキシル）オキシ］－フェノール
、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ブチロキシフェニル）－６－（２，４－ビス－ブ
チロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（４－｛［２－ヒドロキシ－３－（
２’－エチル）ヘキシル］オキシ｝－２－ヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４
－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン等が挙げられる。具体的には、住友化学
社製の「スミソープ１３０」、「スミソープ １４０」（いずれもベンゾフェノン系の紫
外線吸収剤）、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製の「チヌビン（ＴＩＮＵＶＩＮ）
 ２３４」、「チヌビン ９００」、「チヌビン ３２６」、「チヌビン Ｐ」（いずれもベ
ンゾトリアゾール系）、ＢＡＳＦ社製の「Ｕｖｉｎｕｌ Ｎ－３５」（シアノアクリレー
ト系）、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製の「チヌビン １５７７」、「チヌビン 
４６０」、「チヌビン ４０５」（トリアジン系）等が挙げられる。これらの紫外線吸収
剤は１種類を単独で使用してもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。なお、本発
明において使用可能な紫外線吸収剤はこれらに限定されるものではなく、従来公知の紫外
線吸収剤はいずれも使用可能である。
【００２０】
　第２塗膜層における紫外線吸収剤の含有量は、第２塗膜層を構成する基材樹脂１００質
量部に対して、０．２質量部以上が好ましく、０．３質量部以上がより好ましく、０．５
質量部以上がさらに好ましく、３．５質量部以下が好ましく、１．０質量部以下がより好
ましく、０．８質量部以下がさらに好ましく、０．６質量部以下が特に好ましい。第２塗
膜層における紫外線吸収剤の含有量が、０．２質量部以上であれば、紫外線吸収効果が高
くなるため、耐候性に優れるゴルフボールを得やすい。また、第２塗膜層における紫外線
吸収剤の含有量が、３．５質量部以下であれば、コストの上昇を招くことなく、良好な物
性を有する塗膜が得られる。
【００２１】
　前記各塗膜を構成する基材樹脂としては、特に限定されず、アクリル樹脂、エポキシ樹
脂、ポリウレタン、ポリエステル、セルロース系樹脂などを使用できるが、ポリオール成
分とポリイソシアネート成分とを反応させてなるポリウレタンであることが好ましい。ポ
リウレタンを用いることにより、耐衝撃性に一層優れた塗膜が得られるからである。なお
、各塗膜を構成する基材樹脂は、同一であってもよく、異なってもよい。
【００２２】
　ポリウレタンを構成し得るポリイソシアネート成分としては、イソシアネート基を少な
くとも２つ有する化合物を使用することができ、例えば、２，４－トルエンジイソシアネ
ート、２，６－トルエンジイソシアネート、２，４－トルエンジイソシアネートと２，６
－トルエンジイソシアネートの混合物（ＴＤＩ）、４，４’－ジフェニルメタンジイソシ
アネート（ＭＤＩ）、１，５－ナフチレンジイソシアネート（ＮＤＩ）、３，３’－ビト
リレン－４，４’－ジイソシアネート（ＴＯＤＩ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤ
Ｉ）、テトラメチルキシリレンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、パラフェニレンジイソ
シアネート（ＰＰＤＩ）などの芳香族ポリイソシアネート；４，４’－ジシクロヘキシル
メタンジイソシアネート（Ｈ１２ＭＤＩ）、水素添加キシリレンジイソシアネート（Ｈ６

ＸＤＩ）、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、イソホロンジイソシアネート（
ＩＰＤＩ）、ノルボルネンジイソシアネート（ＮＢＤＩ）などの脂環式ポリイソシアネー
トまたは脂肪族ポリイソシアネート；およびこれらのポリイソシアネートの誘導体が挙げ
られる。ポリイソシアネートは、単独、または、２種以上を混合して使用しても良い。
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【００２３】
　前記ポリイソシアネート成分のイソシアネート基量（ＮＣＯ%）は、０．５質量％以上
が好ましく、１質量％以上がより好ましく、２質量％以上がさらに好ましく、４５質量％
以下が好ましく、４０質量％以下がより好ましく、３５質量％以下がさらに好ましい。な
お、ポリイソシアネート成分のイソシアネート基量（ＮＣＯ％）は、１００×［ポリイソ
シアネート成分中のイソシアネート基のモル数×４２（ＮＣＯの分子量）］／ポリイソシ
アネート成分の総質量（ｇ）で表わすことができる。
【００２４】
　ポリウレタンを構成するポリオール成分としては、分子量が５００未満の低分子量ポリ
オールや平均分子量が５００以上の高分子量ポリオールを挙げることができる。前記低分
子量ポリオール成分としては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ト
リエチレングリコール、１，４－ブタンジオール、ネオペンチルグリコール、１，６－ヘ
キサンジオールなどのジオール；グリセリン、トリメチロールプロパン、ヘキサントリオ
ールなどのトリオールが挙げられる。前記高分子量のポリオールとしては、ポリオキシエ
チレングリコール（ＰＥＧ）、ポリオキシプロピレングリコール（ＰＰＧ）、ポリオキシ
テトラメチレングリコール（ＰＴＭＧ）などのポリエーテルポリオール；ポリエチレンア
ジペート（ＰＥＡ）、ポリブチレンアジペート（ＰＢＡ）、ポリヘキサメチレンアジペー
ト（ＰＨＭＡ）などの縮合系ポリエステルポリオール；ポリ－ε－カプロラクトン（ＰＣ
Ｌ）などのラクトン系ポリエステルポリオール；ポリヘキサメチレンカーボネートなどの
ポリカーボネートポリオール；ウレタンポリオール；および、アクリルポリオールなどが
挙げられる。前記ポリオール成分は、単独で、あるいは、２種以上を混合して使用しても
良い。
【００２５】
　前記ウレタンポリオールとは、分子内にウレタン結合を複数有し、一分子中に水酸基を
２以上有する化合物である。ウレタンポリオールとしては、例えば、ポリオール成分とポ
リイソシアネート成分とを、ポリオール成分の水酸基がポリイソシアネート成分のイソシ
アネート基に対して過剰になるような条件で反応させて得られるウレタンプレポリマーを
挙げることができる。ウレタンポリオールを構成し得るポリオール成分、ポリイソシアネ
ート成分としては、ポリウレタンを構成し得るポリオール成分、ポリイソシアネート成分
を挙げることができる。
【００２６】
　アクリルポリオールは、分子内に複数のヒドロキシル基を有するアクリル樹脂またはア
クリルポリマーであり、例えば、水酸基を有する（メタ）アクリル系単量体と水酸基を有
さない（メタ）アクリル系単量体とを共重合して得られる。
【００２７】
　前記水酸基を有する（メタ）アクリル系単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸
２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル
酸２－ヒドロキシブチル、アルキレングリコールモノ（メタ）アクリレート、ポリアルキ
レングリコールモノ（メタ）アクリレートなどの水酸基を有する（メタ）アクリル酸エス
テルなどが挙げられる。これらの水酸基を有する（メタ）アクリル系単量体は、単独で用
いても２種以上を併用してもよい。
【００２８】
　前記水酸基を有さない（メタ）アクリル系単量体としては、例えば、（メタ）アクリル
酸などの（メタ）アクリル系不飽和カルボン酸；（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）ア
クリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メ
タ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、
（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリ
ル酸シクロへキシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）アクリル酸デシルなどの（
メタ）アクリル酸エステル；（メタ）アクリロニトリル、（メタ）アクリルアミドなどの
その他（メタ）アクリル系単量体；などが挙げられる。これらの水酸基を有さない（メタ
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）アクリル系単量体は、単独で用いても２種以上を併用してもよい。なお、本発明におい
て（メタ）アクリルとは、アクリルおよび／またはメタクリルを示す。
【００２９】
　また、アクリルポリオールは、（メタ）アクリル系単量体以外の水酸基を有する他の単
量体成分および／または水酸基を有さない他の単量体成分を含有してもよい。前記水酸基
を有する他の単量体成分としては、例えば、３－メチル－３－ブテン－１－オール、３－
メチル－２－ブテン－１－オール、２－メチル－３－ブテン－２－オール、２－メチル－
２－ブテン－１－オール、２－メチル－３－ブテン－１－オール、アリルアルコールなど
の不飽和アルコールが挙げられる。前記水酸基を有さない他の単量体成分としては、例え
ば、スチレン、α－メチルスチレンなどの芳香族ビニル化合物；マレイン酸、イタコン酸
などのエチレン性不飽和カルボン酸；などが挙げられる。これらの他の単量体成分は、単
独で用いても２種以上を併用してもよい。
【００３０】
　ポリウレタンを構成するポリオール成分の水酸基価は、１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上が好ま
しく、より好ましくは２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、さらに好ましくは４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以
上、最も好ましくは５５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であり、４００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下が好まし
く、より好ましくは３００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、さらに好ましくは２００ｍｇＫＯＨ／ｇ
以下、最も好ましくは１００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である。前記ポリオール成分の水酸基価
が上記範囲内であれば、ゴルフボール本体への塗膜の密着性が向上するからである。なお
、本発明において、水酸基価は、ＪＩＳ　Ｋ　１５５７－１に準じて、例えば、アセチル
化法によって測定することができる。
【００３１】
　前記高分子量ポリオール成分の重量平均分子量は、５００以上が好ましく、より好まし
くは５５０以上、さらに好ましくは６００以上であり、１５０，０００以下が好ましく、
より好ましくは１４０，０００以下、さらに好ましくは１３０，０００以下である。ポリ
オール成分の重量平均分子量が上記範囲内であれば、塗膜の耐水性、耐衝撃性を向上させ
ることができる。なお、ポリオール成分の重量平均分子量は、例えば、ゲルパーミエーシ
ョンクロマトグラフィ（ＧＰＣ）により、標準物質としてポリスチレン、溶離液としてテ
トラヒドロフラン、カラムとして有機溶媒系ＧＰＣ用カラム（例えば、昭和電工社製「Ｓ
ｈｏｄｅｘ（登録商標）　ＫＦシリーズ」など）を用いて測定すればよい。
【００３２】
　ポリオール成分とポリイソシアネート成分との反応において、ポリオール成分が有する
水酸基（ＯＨ基）とポリイソシアネート成分が有するイソシアネート基（ＮＣＯ基）のモ
ル比（ＮＣＯ基／ＯＨ基）は、１．０以上が好ましく、１．１以上がより好ましい。前記
モル比（ＮＣＯ基／ＯＨ基）が、１．０未満では、硬化反応が不十分となる。また、前記
モル比（ＮＣＯ基／ＯＨ基）が大きくなりすぎると、イソシアネート基量が過剰となり、
得られる塗膜が硬く脆くなる上に、外観も悪くなる。そのため、前記モル比（ＮＣＯ基／
ＯＨ基）は、１．４以下が好ましく、１．３以下がより好ましい。なお、塗料中のイソシ
アネート基量が過剰になると得られる塗膜の外観が悪くなる理由は、イソシアネート基量
が過剰になると、空気中の水分とイソシアネート基との反応が多くなり、炭酸ガスが多量
に発生するためと考えられる。
【００３３】
　本発明のゴルフボールの塗膜は、ポリオール成分とポリイソシアネート成分とを含有す
る塗料から形成されることが好ましい。前記塗料としては、いわゆる硬化型塗料を例示す
ることができ、例えば、ポリオールを含有する主剤と、ポリイソシアネートを含有する硬
化剤とからなる。なお、ポリオールを含有する成分と、ポリイソシアネートを含有する成
分を、便宜上、主剤および硬化剤と称しているが、主剤と硬化剤をそれぞれ、Ａ剤、Ｂ剤
と称してもよい。また、ポリオールを含有する成分を硬化剤と称し、ポリイソシアネート
を含有する成分を主剤と称することも任意である。本発明で使用する無機蛍光剤と紫外線
吸収剤は、ポリオールを含有する成分に配合されることが好ましい。
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【００３４】
　前記硬化型塗料としては、水を主たる分散媒とする水系塗料、有機溶剤を分散媒とする
溶剤系塗料のいずれであってもよい。溶剤系塗料の場合、好ましい溶剤としては、トルエ
ン、イソプロピルアルコール、キシレン、メチルエチルケトン、メチルエチルイソブチル
ケトン、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチルベンゼン、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、イソブチルアルコール、酢酸エチルなどを挙げることができる。
【００３５】
　前記塗料は、ポリオール成分、ポリイソシアネー成分の他、さらに必要に応じて、酸化
防止剤、ブロッキング防止剤、レベリング剤、スリップ剤、粘度調整剤などの、一般にゴ
ルフボール用塗料に含有され得る添加剤を含有してもよい。
【００３６】
　前記硬化型ポリウレタン塗料の塗布方法は限定されず、硬化型塗料の塗布方法として公
知の方法を採用することができ、スプレー塗装、静電塗装などを挙げることができる。
【００３７】
　エアーガンを用いたスプレー塗装の場合には、ポリオール成分とポリイソシアネート成
分とをそれぞれのポンプで供給して、エアーガン直前に配置されたラインミキサーで連続
的に混合し、得られた混合物をスプレー塗装してもよいし、混合比制御機構を備えたエア
ースプレーシステムを用いて、ポリオール成分とポリイソシアネート成分とを別々にスプ
レー塗装してもよい。塗装は、１回でスプレー塗布しても良いし、複数回重ね塗りをして
も良い。
【００３８】
　ゴルフボール本体に塗布された硬化型ポリウレタン塗料は、例えば、３０℃～７０℃の
温度で１時間～２４時間乾燥することにより塗膜を形成することができる。
【００３９】
　本発明のゴルフボールは、ゴルフボール本体表面に設けられた２以上の塗膜層を有し、
紫外線吸収剤を含有する第２塗膜層が、無機蛍光剤を含有する第１塗膜層の内側に位置す
るものであれば特に限定されない。紫外線吸収剤を含有する第２塗膜層が、無機蛍光剤を
含有する第１塗膜層の内側に位置することにより、無機蛍光剤は、紫外線吸収剤の紫外線
吸収による発光阻害を受けることがない。そのため、無機蛍光剤は、効率的に蛍光を発す
ることができ、ゴルフボールの視認性が向上する。また、第１塗膜層の内側に位置する第
２塗膜層が、紫外線吸収剤を含有することによりゴルフボールの耐候性が向上する。本発
明では、本発明の効果を損なわない限り、塗膜層の層数は、３以上であってもよいが、生
産効率の点から２層が好ましい。この場合、ゴルフボール本体表面に紫外線吸収剤を含有
する第２塗膜層が形成され、第２塗膜層上に無機蛍光剤を含有する第１塗膜層が形成され
る。
【００４０】
　無機蛍光剤を含有する第１塗膜層の膜厚は、特に限定されないが、５μｍ以上が好まし
く、８μｍ以上がより好ましく、１０μｍ以上がさらに好ましく、１５μｍ以下が好まし
く、１２μｍ以下がより好ましい。第１塗膜層の膜厚が、前記範囲内であれば、ゴルフボ
ール表面を変色から保護することができるからである。紫外線吸収剤を含有する第２塗膜
層の膜厚は、特に限定されないが、５μｍ以上が好ましく、８μｍ以上がより好ましく、
１０μｍ以上がさらに好ましく、１５μｍ以下が好ましく、１２μｍ以上がより好ましい
。第２塗膜層の膜厚が、前記範囲内であれば、紫外線吸収剤の紫外線吸収による発行の阻
害を受けることなく、発光することができるからである。
【００４１】
　塗膜層の合計膜厚は、特に限定されないが、１０μｍ以上が好ましく、１６μｍ以上が
より好ましく、１７μｍ以上がさらに好ましく、１８μｍ以上が特に好ましい。塗膜層の
合計膜厚が１０μｍ未満では、継続的な使用により塗膜が摩耗消失しやすくなる傾向があ
る。また、塗膜層の合計膜厚は、２５μｍ以下が好ましく、２４μｍ以下がより好ましく
、２３μｍ以下がさらに好ましい。合計膜厚が２５μｍを超えるとディンプルの効果が低
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下してゴルフボールの飛行性能が低下するおそれがある。塗膜層の膜厚は、例えば、ゴル
フボールの断面をマイクロスコープ（キーエンス社製ＶＨＸ－１０００）を用いて測定す
ることができる。
【００４２】
　本発明のゴルフボールの構造は、特に限定されず、ワンピースゴルフボール、コアと前
記コアを被覆する１層以上のカバーとを有するゴルフボール（例えば、ツーピースゴルフ
ボール、スリーピースゴルフボール以上のマルチピースゴルフボール）、あるいは、糸巻
きゴルフボールであってもよい。いずれの場合であっても、本発明を好適に適用できるか
らである。
【００４３】
　以下、糸巻きゴルフボール、ツーピースゴルフボールおよびマルチピースゴルフボール
に用いられるコア、ならびに、ワンピースゴルフボール本体について説明する。
【００４４】
　前記コアおよびワンピースゴルフボール本体には、公知のゴム組成物（以下、単に「コ
ア用ゴム組成物」という場合がある）を用いることができ、例えば、基材ゴム、共架橋剤
および架橋開始剤を含むゴム組成物を加熱プレスして成形することができる。コア形状は
、球状であることが好ましい。
【００４５】
　前記基材ゴムとしては、特に、反発に有利なシス結合が４０質量％以上、好ましくは７
０質量％以上、より好ましくは９０質量％以上のハイシスポリブタジエンを用いることが
好ましい。前記共架橋剤としては、炭素数が３～８個のα，β－不飽和カルボン酸または
その金属塩が好ましく、アクリル酸の金属塩またはメタクリル酸の金属塩がより好ましい
。金属塩の金属としては、亜鉛、マグネシウム、カルシウム、アルミニウム、ナトリウム
が好ましく、より好ましくは亜鉛である。共架橋剤の使用量は、基材ゴム１００質量部に
対して２０質量部以上５０質量部以下が好ましい。架橋開始剤としては、有機過酸化物が
好ましく用いられる。具体的には、ジクミルパーオキサイド、１，１－ビス（ｔ－ブチル
パーオキシ）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、２，５－ジメチル－２，５－ジ
（ｔ―ブチルパーオキシ）ヘキサン、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイドなどの有機過酸化物
が挙げられ、これらのうちジクミルパーオキサイドが好ましく用いられる。架橋開始剤の
配合量は、基材ゴム１００質量部に対して、０．２質量部以上が好ましく、より好ましく
は０．３質量部以上であって、３質量部以下が好ましく、より好ましくは２質量部以下で
ある。また、前記コア用ゴム組成物は、さらに、有機硫黄化合物を含有してもよい。前記
有機硫黄化合物としては、ジフェニルジスルフィド類、チフェノール類を好適に使用する
ことができる。有機硫黄化合物の配合量は、基材ゴム１００質量部に対して、０．１質量
部以上が好ましく、より好ましくは０．３質量部以上であって、５．０質量部以下が好ま
しく、より好ましくは３．０質量部以下である。
【００４６】
　前記コア用ゴム組成物には、基材ゴム、共架橋剤、架橋開始剤、有機硫黄化合物に加え
て、さらに、酸化亜鉛や硫酸バリウムなどの重量調整剤、老化防止剤、色粉などを適宜配
合することができる。前記コア用ゴム組成物の加熱プレス成型条件は、ゴム組成に応じて
適宜設定すればよいが、通常、１３０℃～２００℃で１０分間～６０分間加熱するか、あ
るいは１３０℃～１５０℃で２０分間～４０分間加熱した後、１６０℃～１８０℃で５分
間～１５分間と２段階加熱することが好ましい。
【００４７】
　次に、糸巻きゴルフボール、ツーピースゴルフボールおよびマルチピースゴルフボール
に用いられるカバーについて説明する。
【００４８】
　前記カバーは、１層であってもよく、２層以上であってもよい。２層以上である場合、
コアと最外層カバーとの間に設ける内層カバーは、「中間層」とも呼ばれる。
【００４９】
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前記カバーは、樹脂成分を含有するカバー用組成物から形成されることが好ましい。前記
樹脂成分としては、例えば、オレフィンと炭素数が３～８個のα，β－不飽和カルボン酸
との二元共重合体（以下、単に「二元共重合体」と称する場合がある。）、オレフィンと
炭素数が３～８個のα，β－不飽和カルボン酸とα，β－不飽和カルボン酸エステルとの
三元共重合体（以下、単に「三元共重合体」と称する場合がある。）、これらの金属イオ
ン中和物からなるアイオノマー樹脂、ＢＡＳＦジャパン（株）から商品名「エラストラン
（登録商標）」で市販されている熱可塑性ポリウレタンエラストマー、アルケマ（株）か
ら商品名「ペバックス（登録商標）」で市販されている熱可塑性ポリアミドエラストマー
、東レ・デュポン（株）から商品名「ハイトレル（登録商標）」で市販されている熱可塑
性ポリエステルエラストマー、三菱化学（株）から商品名「ラバロン（登録商標）」で市
販されている熱可塑性スチレンエラストマーなどが挙げられる。
【００５０】
前記二元共重合体は、オレフィンと炭素数が３～８個のα，β－不飽和カルボン酸との共
重合体であり、前記三元共重合体は、オレフィンと炭素数が３～８個のα，β－不飽和カ
ルボン酸とα，β－不飽和カルボン酸エステルとの共重合体である。前記オレフィンとし
ては、炭素数が２～８個のオレフィンが好ましく、例えば、エチレン、プロピレン、ブテ
ン、ペンテン、ヘキセン、ヘプテン、オクテン等を挙げることができ、特にエチレンが好
ましい。前記炭素数が３～８個のα，β－不飽和カルボン酸としては、例えば、アクリル
酸、メタクリル酸、フマル酸、マレイン酸、クロトン酸等が挙げられ、特にアクリル酸ま
たはメタクリル酸が好ましい。また、α，β－不飽和カルボン酸エステルとしては、例え
ば、アクリル酸、メタクリル酸、フマル酸、マレイン酸等のメチル、エチル、プロピル、
ｎ－ブチル、イソブチルエステル等が用いられ、特にアクリル酸エステルまたはメタクリ
ル酸エステルが好ましい。これらのなかでも、エチレン－（メタ）アクリル酸二元共重合
体、エチレン－（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル三元共重合体が好まし
い。
【００５１】
前記二元共重合体の具体例を商品名で例示すると、例えば、三井デュポンポリケミカル（
株）から商品名「ニュクレル（ＮＵＣＲＥＬ）（登録商標）（例えば、「ニュクレルＮ１
０５０Ｈ」、「ニュクレルＮ２０５０Ｈ」、「ニュクレルＡＮ４３１８」、「ニュクレル
Ｎ１１１０Ｈ」、「ニュクレルＮ０２００Ｈ」）」で市販されているエチレン－メタクリ
ル酸共重合体、ダウケミカル社から商品名「プライマコア（ＰＲＩＭＡＣＯＲ）（登録商
標）５９８０Ｉ」で市販されているエチレン－アクリル酸共重合体などを挙げることがで
きる。また、前記三元共重合体の具体例を商品名で例示すると、三井デュポンポリケミカ
ル（株）から市販されている商品名「ニュクレル（ＮＵＣＲＥＬ）（登録商標）（例えば
、「ニュクレルＡＮ４３１８」、「ニュクレルＡＮ４３１９」）」、デュポン社から市販
されている商品名「ニュクレル（ＮＵＣＲＥＬ）（登録商標）（例えば、「ニュクレルＡ
Ｅ」）」、ダウケミカル社から市販されている商品名「プライマコア（ＰＲＩＭＡＣＯＲ
）（登録商標）（例えば、「ＰＲＩＭＡＣＯＲ ＡＴ３１０」、「ＰＲＩＭＡＣＯＲ ＡＴ
３２０」）」などを挙げることができる。前記二元および／または三元共重合体は、単独
または二種以上を組み合わせて使用しても良い。
【００５２】
前記アイオノマー樹脂としては、例えば、前記二元共重合体中のカルボキシル基の少なく
とも一部を金属イオンで中和したもの、前記三元共重合体のカルボキシル基の少なくとも
一部を金属イオンで中和したもの、あるいは、これらの混合物を挙げることができる。こ
れらのなかでも、前記アイオノマー樹脂としては、エチレン－（メタ）アクリル酸二元共
重合体の金属イオン中和物、エチレン－（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステ
ル三元共重合体の金属イオン中和物が好ましい。
【００５３】
前記アイオノマー樹脂の具体例を商品名で例示すると、三井デュポンポリケミカル（株）
から市販されている「ハイミラン（Ｈｉｍｉｌａｎ）（登録商標）（例えば、ハイミラン
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１５５５（Ｎａ）、ハイミラン１５５７（Ｚｎ）、ハイミラン１６０５（Ｎａ）、ハイミ
ラン１７０６（Ｚｎ）、ハイミラン１７０７（Ｎａ）、ハイミランＡＭ３７１１（Ｍｇ）
、ハイミランＡＭ７３２９（Ｚｎ）、ハイミランＡＭ７３３７（Ｎａ）などが挙げられ、
三元共重合体アイオノマー樹脂としては、ハイミラン１８５６（Ｎａ）、ハイミラン１８
５５（Ｚｎ）など）」が挙げられる。
【００５４】
さらにデュポン社から市販されているアイオノマー樹脂としては、「サーリン（Ｓｕｒｌ
ｙｎ）（登録商標）（例えば、サーリン８９４５（Ｎａ）、サーリン９９４５（Ｚｎ）、
サーリン８１４０（Ｎａ）、サーリン８１５０（Ｎａ）、サーリン９１２０（Ｚｎ）、サ
ーリン９１５０（Ｚｎ）、サーリン６９１０（Ｍｇ）、サーリン６１２０（Ｍｇ）、サー
リン７９３０（Ｌｉ）、サーリン７９４０（Ｌｉ）、サーリンＡＤ８５４６（Ｌｉ）など
が挙げられ、三元共重合体アイオノマー樹脂としては、サーリン８１２０（Ｎａ）、サー
リン８３２０（Ｎａ）、サーリン９３２０（Ｚｎ）、サーリン６３２０（Ｍｇ）、ＨＰＦ
１０００（Ｍｇ）、ＨＰＦ２０００（Ｍｇ）など）」が挙げられる。
【００５５】
またエクソンモービル化学（株）から市販されているアイオノマー樹脂としては、「アイ
オテック（Ｉｏｔｅｋ）（登録商標）（例えば、アイオテック８０００（Ｎａ）、アイオ
テック８０３０（Ｎａ）、アイオテック７０１０（Ｚｎ）、アイオテック７０３０（Ｚｎ
）などが挙げられ、三元共重合体アイオノマー樹脂としては、アイオテック７５１０（Ｚ
ｎ）、アイオテック７５２０（Ｚｎ）など）」が挙げられる。
【００５６】
なお、前記アイオノマー樹脂の商品名の後の括弧内に記載したＮａ、Ｚｎ、Ｌｉ、Ｍｇな
どは、これらの中和金属イオンの金属種を示している。前記アイオノマー樹脂は、単独で
若しくは２種以上を混合して使用しても良い。
【００５７】
前記カバー用組成物は、上述した樹脂成分のほか、白色顔料（例えば、酸化チタン）、青
色顔料、赤色顔料などの顔料成分、酸化亜鉛、炭酸カルシウムや硫酸バリウムなどの重量
調整剤、分散剤、老化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤などを、カバーの性能を損なわな
い範囲で含有してもよい。
【００５８】
　また、本発明のゴルフボール本体が、１層以上のカバーを有する場合、最外層カバーが
蛍光染料および／または蛍光顔料を含有することが好ましい。この場合、最外層カバーに
蛍光染料および／または蛍光顔料と第１塗膜層が含有する無機蛍光剤とが、同系色を発色
することが好ましい。最外層カバーに添加する蛍光染料および／または蛍光顔料と第１塗
膜層が含有する無機蛍光剤との相乗効果により、より優れた視認性が達成されるからであ
る。
【００５９】
　前記蛍光染料は、有機系または無機系のいずれであっても良く、市販されているいずれ
の蛍光染料であってもよい。前記蛍光染料としては、例えば、チオキサンテン誘導体、サ
ンテン誘導体、ペリレン誘導体、ペリレンイミド誘導体、クマリン誘導体、チオインジゴ
誘導体、ナフタルイミド誘導体、及び、メチン誘導体などを挙げることができる。
【００６０】
　蛍光染料および／または蛍光顔料の融点は、１８０℃以下であり、より好ましくは１７
５℃以下であり、さらに好ましくは１７０℃以下であり、少なくとも１３５℃以上が好ま
しく、より好ましくは１４０℃以上であり、さらに好ましくは１４５℃以上である。蛍光
染料および／または蛍光顔料の融点が上記範囲内であれば、蛍光染料及び／または蛍光顔
料を樹脂成分に混合し分散させるのを比較的低温で行うことができる。加工中の高温によ
る変色が起こりにくくなるため、所望の色調が容易に得られる。
【００６１】
　前記蛍光染料としては、特に限定されないが、具体例を商品名で例示すると、Ｌｕｍｏ
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ｇｅｎ Ｆ Ｏｒａｎｇｅ.ＴＭ. ２４０ （ＢＡＳＦ社製）； Ｌｕｍｏｇｅｎ Ｆ Ｙｅｌ
ｌｏｗ.ＴＭ. ０８３ （ＢＡＳＦ社製）; Ｈｏｓｔａｓｏｌ Ｙｅｌｌｏｗ.ＴＭ. ３Ｇ 
（Ｈｏｅｃｈｓｔ－Ｃｅｌａｎｅｓｅ社製）; Ｏｒａｓｅｔ Ｙｅｌｌｏｗ.ＴＭ. ８ＧＦ
 （Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ社製）; Ｆｌｕｏｒｏｌ ０８８.ＴＭ. （ＢＡＳＦ社製）; Ｔ
ｈｅｒｍｏｐｌａｓｔ Ｆ Ｙｅｌｌｏｗ.ＴＭ. ０８４ （ＢＡＳＦ社製）; Ｇｏｌｄｅｎ
 Ｙｅｌｌｏｗ.ＴＭ. Ｄ－３０４ （ＤａｙＧｌｏ社製）; Ｍｏｈａｗｋ Ｙｅｌｌｏｗ.
ＴＭ. Ｄ－２９９ （ＤａｙＧｌｏ社製）; Ｐｏｔｏｍａｃ Ｙｅｌｌｏｗ.ＴＭ. Ｄ－８
３８ （ＤａｙＧｌｏ社製）; Ｐｏｌｙｆａｓｔ Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ Ｒｅｄ.ＴＭ. ＳＢ
 （Ｋｅｙｓｔｏｎｅ社製）などの黄色系蛍光染料を挙げることができる。
【００６２】
　蛍光顔料には、例えば、蛍光染料をポリマー材料に分散させた顔料や、蛍光染料を粒子
状に成形した顔料などがある。前記蛍光顔料としては、特に限定されないが、例えば、デ
イグロカラー社製のＺＱ－１１, ＺＱ－１２, ＺＱ－１３, ＺＱ－１５, ＺＱ－１６, Ｚ
Ｑ－１７－Ｎ, ＺＱ－１８, ＺＱ－１９, ＺＱ－２１, ＧＰＬ－１１, ＧＰＬ－１３, Ｇ
ＰＸ－１４, ＧＰＬ－１５, ＧＰＸ－１７, ＧＰＬ－２１、及び、シンロイヒ社製のＦＺ
－２０００シリーズ、ＦＺ－５０００シリーズ、ＦＺ－６０００シリーズ、ＦＺ－３０４
０シリーズなどを挙げることができる。
【００６３】
　最外層カバーにおける蛍光染料および／または蛍光顔料の含有量は、カバーを構成する
樹脂成分１００質量部に対して、０．５質量部以上が好ましく、より好ましくは０．６質
量部以上であって、３．５質量部以下が好ましく、より好ましくは３．０質量部以下であ
る。蛍光染料および／または蛍光顔料の含有量が、０．５質量部以上であれば、より優れ
た視認性を達成できる。また、蛍光染料および／または蛍光顔料の含有量が、３．５質量
部超になると、得られるカバーの耐久性が低下する場合があるからである。
【００６４】
　前記カバー用組成物のスラブ硬度は、所望のゴルフボールの性能に応じて適宜設定する
ことが好ましい。例えば、飛距離を重視するディスタンス系のゴルフボールの場合、カバ
ー用組成物のスラブ硬度は、ショアＤ硬度で５０以上が好ましく、５５以上がより好まし
く、８０以下が好ましく、７０以下がより好ましい。カバー用組成物のスラブ硬度を５０
以上にすることにより、ドライバーショットおよびアイアンショットにおいて、高打出角
で低スピンのゴルフボールが得られ、飛距離が大きくなる。また、カバー用組成物のスラ
ブ硬度を８０以下とすることにより、耐久性に優れたゴルフボールが得られる。また、コ
ントロール性を重視するスピン系のゴルフボールの場合、カバー用組成物のスラブ硬度は
、ショアＤ硬度で、５０未満が好ましく、２０以上が好ましく、２５以上がより好ましい
。カバー用組成物のスラブ硬度が、ショアＤ硬度で５０未満であれば、アプローチショッ
トのスピン量が高くなり、グリーン上で止まりやすいゴルフボールが得られる。また、ス
ラブ硬度を２０以上とすることにより、耐擦過傷性が向上する。複数のカバー層の場合は
、各層を構成するカバー用組成物のスラブ硬度は、上記範囲内であれば、同一あるいは異
なっても良い。
【００６５】
　カバー用組成物を用いてカバーを成形する態様は、特に限定されないが、カバー用組成
物をコア上に直接射出成形する態様、あるいは、カバー用組成物から中空殻状のシェルを
成形し、コアを複数のシェルで被覆して圧縮成形する態様（好ましくは、カバー用組成物
から中空殻状のハーフシェルを成形し、コアを２枚のハーフシェルで被覆して圧縮成形す
る方法）を挙げることができる。
【００６６】
　本発明において、カバーの厚みは、０．３ｍｍ以上が好ましく、より好ましくは０．４
ｍｍ以上、さらに好ましくは０．５ｍｍ以上であり、２．５ｍｍ以下が好ましく、より好
ましくは２．０ｍｍ以下、さらに好ましくは１．５ｍｍ以下である。カバーの厚みが２．
５ｍｍを超えると、得られるゴルフボールの反発性能が低下するおそれがある。また、０
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．３ｍｍ未満では、カバーの成形が困難になるおそれがある。
【００６７】
　ゴルフボール本体には、通常、表面にディンプルと呼ばれるくぼみが形成される。ゴル
フボール本体に形成されるディンプルの総数は、２００個以上５００個以下が好ましい。
ディンプルの総数が２００個未満では、ディンプルの効果が得られにくい。また、ディン
プルの総数が５００個を超えると、個々のディンプルのサイズが小さくなり、ディンプル
の効果が得られにくい。形成されるディンプルの形状（平面視形状）は、特に限定される
ものではなく、円形；略三角形、略四角形、略五角形、略六角形などの多角形；その他不
定形状；を単独で使用してもよいし、２種以上を組合せて使用してもよい。また、成形さ
れたゴルフボール本体は、金型から取り出し、必要に応じて、バリ取り、洗浄、サンドブ
ラストなどの表面処理を行うことが好ましい。また、所望により、マークを形成すること
もできる。
【００６８】
　本発明のゴルフボールの直径は、４０ｍｍ～４５ｍｍが好ましい。米国ゴルフ協会（Ｕ
ＳＧＡ）の規格が満たされるとの観点から、直径は、４２．６７ｍｍ以上が好ましい。空
気抵抗の観点から、直径は４４ｍｍ以下が好ましく、４２．８０ｍｍ以下がより好ましい
。ゴルフボールの質量は、４０ｇ以上５０ｇ以下が好ましい。大きな慣性が得られるとの
観点から、質量は４４ｇ以上が好ましく、４５．００ｇ以上がより好ましい。ＵＳＧＡの
規格が満たされるとの観点から、質量は４５．９３ｇ以下が好ましい。
【実施例】
【００６９】
　以下、本発明を実施例によって詳細に説明するが、本発明は、下記実施例によって限定
されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲の変更、実施の態様は、いずれも本
発明の範囲内に含まれる。
【００７０】
［評価方法］
（１）耐候性
ゴルフボールをスーパーキセノンウェザーメーターに投入し、このゴルフボールに光線を
６０時間照射した。色彩色差計（「ＣＭ－３５００ｄ」、コニカミノルタ社製）により、
各ゴルフボールのＣＩＥＬＡＢ表示系における指数Ｌ＊、ａ＊及びｂ＊を測定した。光線
照射前後の指数差ΔＬ＊、Δａ＊、Δｂ＊を求めて、下記数式により色差ΔＥを算出した
。
ΔＥ＝[（ΔＬ＊）２＋（Δａ＊）２＋（Δｂ＊）２]１／２

以下の評価基準にて耐候性を評価した。
評価基準
◎：ΔＥが２０以下である。
○：ΔＥが２０超、３０未満である。
×：ΔＥが３０以上である
【００７１】
（２）視認性
芝生の上に、ゴルフボールを置いた。このゴルフボールから３０ｍ離れた地点にいる１０
名のゴルファーに、ゴルフボールが見やすいかどうかを評価してもらう。以下の評価基準
にて視認性を評価した。
評価基準
○：ゴルフボールが見やすいと評価したゴルファーの人数が５人以上である。
×：ゴルフボールが見やすいと評価したゴルファーの人数が４人以下である。
【００７２】
［ゴルフボールの作製］
（１）コアの作製
　表１に示す配合のコア用ゴム組成物を混練し、半球状キャビティを有する上下金型内で
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１７０℃、２０分間加熱プレスすることにより直径３９．３ｍｍの球状コアを得た。
【００７３】
【表１】

ポリブタジエンゴム：ＪＳＲ（株）製、「ＢＲ７３０（ハイシスポリブタジエン）」
アクリル酸亜鉛：日本蒸留製、「ＺＮＤＡ－９０Ｓ」
酸化亜鉛：東邦亜鉛製、「銀嶺Ｒ」
硫酸バリウム：堺化学社製、「硫酸バリウムＢＤ」
ジフェニルジスルフィド：住友精化製
ジクミルパーオキサイド：日本油脂製、「パークミル（登録商標）Ｄ」
【００７４】
（２）中間層用組成物およびカバー用組成物の調製
　表２、表３に示した配合の材料を、二軸混練型押出機によりミキシングして、ペレット
状の中間層用組成物およびカバー用組成物を調製した。押出条件は、スクリュー径４５ｍ
ｍ、スクリュー回転数２００ｒｐｍ、スクリューＬ／Ｄ＝３５であり、配合物は、押出機
のダイの位置で２００～２６０℃に加熱された。
【００７５】
【表２】

　サーリン８９４５：デュポン社製のナトリウムイオン中和エチレン－メタクリル酸共重
合体アイオノマー樹脂
　ハイミランＡＭ７３２９：三井デュポンポリケミカル社製の亜鉛イオン中和エチレン－
メタクリル酸共重合体アイオノマー樹脂
　ＺＱ－１７：デイグロカラー社製の蛍光顔料（イエロー）
　二酸化チタン：石原産業社製
【００７６】
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【表３】

　ハイミラン１５５５：三井デュポンポリケミカル社製のナトリウムイオン中和エチレン
－メタクリル酸共重合体アイオノマー樹脂
　ハイミランＡＭ７３２９：三井デュポンポリケミカル社製の亜鉛イオン中和エチレン－
メタクリル酸共重合体アイオノマー樹脂
　ハイミランＡＭ７３３７：三井デュポンポリケミカル社製のナトリウムイオン中和エチ
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　ニュクレルＮ１０５０Ｈ：三井・デュポンポリケミカル社製のエチレン－メタクリル酸
共重合体
　エラストランＮＹ８５Ａ：ＢＡＳＦジャパン社製の熱可塑性ポリウレタンエラストマー
　ＪＦ－９０：城北化学社製のヒンダードアミン系光安定剤
　ＺＱ－１７：デイグロカラー社製の蛍光顔料（イエロー）
　ウルトラマリンブルー：ホリデーピグメント社製の青色系顔料
　二酸化チタン：石原産業社製
【００７７】
（３）中間層の成形
　上記で得た中間層用組成物を、前述のようにして得たコア上に直接射出成形することに
より、前記コアを被覆する中間層（厚み：１.０ｍｍ）を形成した。成形用上下型は、半
球状キャビティを有し、ピンプル付で、ピンプルの一部が進退可能なホールドピンを兼ね
ている。中間層成形時には、上記ホールドピンを突き出し、コアを投入後ホールドさせ、
８０トンの圧力で型締めした金型に２６０℃に加熱した中間層用組成物を０．３秒で注入
し、３０秒間冷却して型開きした。
【００７８】
（４）ハーフシェルの成形
　ハーフシェルの圧縮成形は、得られたペレット状のカバー用組成物をハーフシェル成形
用金型の下型の凹部ごとに１つずつ投入し、加圧してハーフシェルを成形した。圧縮成形
は、成形温度１７０℃、成形時間５分、成形圧力２．９４ＭＰａの条件で行った。
【００７９】
（５）カバーの成形
　（３）で得られた球体を（４）で得られた２枚のハーフシェルで同心円状に被覆して、
圧縮成形によりカバー（厚み：０.５ｍｍ）を成形した。圧縮成形は、成形温度１４５℃
、成形時間２分、成形圧力９．８ＭＰａの条件で行った。
【００８０】
（６）塗料の調製
　表４に示した主剤と硬化剤（ＮＣＯ基／ＯＨ基＝１．２（モル比））、必要に応じて無
機蛍光剤、紫外線吸収剤を配合して、第１塗膜層用塗料および第２塗膜層用塗料をそれぞ
れ調製した。
【００８１】
　（７）塗膜の形成
　（５）で得られたゴルフボール本体の表面をサンドブラスト処理して、マーキングを施
した後、スプレーガンで塗料を塗布し、４０℃のオーブンで６０分間塗料を乾燥させ、直
径４２．７ｍｍ、質量４５．４ｇのゴルフボールを得た。ゴルフボールＮｏ．１～Ｎｏ．
１０については、第２塗膜用塗料、第１塗膜用塗料を順番に塗布して、それぞれ膜厚が８
μｍの第２塗膜層および第１塗膜層（最外層）を形成した。ゴルフボールＮｏ．１１につ
いては、１回塗りで膜厚が８μｍの単層塗膜を形成した。塗装は、図２に示した回転体に
ゴルフボール本体を載置し、回転体を３００ｒｐｍで回転させ、ゴルフボール本体からエ
アーガンを吹き付け距離（７ｃｍ）だけ離間させて上下方向に移動させながら行った。得
られたゴルフボールの視認性および耐候性について評価した結果を併せて表４に示した。
【００８２】
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【表４】

　ポリオール１：ポリエーテルポリオールとポリエステルポリオールの混合物（水酸基価
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：８２ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　ポリイソシアネート１：ヘキサメチレンジイソシアネート
　紫外線吸収剤１：ＢＡＳＦ製ＴＩＮＵＶＩＮ ９００
　無機蛍光剤１：ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ（青色）体積平均粒子径：３μｍまたは
７μｍ
　無機蛍光剤２：Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ（黄色）体積平均粒子径：３μｍまたは７μｍ
　なお、紫外線吸収剤と無機蛍光剤は、ポリオール成分に配合した。
【００８３】
　表４の結果から、ゴルフボール本体とゴルフボール本体表面に設けられた２層以上の塗
膜とを有するゴルフボールであって、前記塗膜層は、紫外線吸収剤を実質的に含有するこ
となく無機蛍光剤を含有する第１塗膜層と、無機蛍光剤を実質的に含有することなく紫外
線吸収剤を含有する第２塗膜層とを有し、第２塗膜層が第１塗膜層の内側に位置する本発
明のゴルフボールは、優れた視認性および耐候性を示すことが分かる。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明は、塗装ゴルフボールに好適に適用できる。
【符号の説明】
【００８５】
　１：回転体、２：ゴルフボール、３ａ～３ｃ：プロング、４：エアーガン

【図１】
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